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真の自立に向けた本気プログラム
自ら考え行動できる「自走型思考」を目指します！

期待する効果

プログラム後の学生生活次世代リーダーズプログラム

学内セッション
（講義）

学外セッション
（仕事体験）

【講義でのインプット】
企業様のビジネスモデルの理解、そこから自分の意見に結びつける力を養うことを目指します。

【企業様でのアウトプット（仕事体験）】仕事のリアルを体験。学内セッションで準備したはずの知識も、
現場でそのまま通用しない現実を知り、これからの行動を考えることを目指します。

【意識・行動の変化/自立】

知的好奇心を持って社会・業界・企業を理解
実習での学びを実践し自分自身を理解

【学外セッション】

企業の責任を実感
仮説力・実践力を養成

【学内セッション】

問題発見・課題解決
振り返り



参画企業

2024年度 実施実績

参加学生

12社 （人財：1社、商社：3社、情報・通信：3社、流通：2社、メーカー：1社、金融：1社）

126名 ※下記グラフ参照

◆所属学部 ◆学年

実施方法 オンラインのみ：2社 、 オンライン＋対面：7社 、 対面のみ：3社



アンケート結果①

Q１.学内セッション（講義）の満足度

Q２.学外セッション（仕事体験）の満足度

Q３. プログラム全体の満足度

Q４. プログラム全体を通しての満足度を選んだ理由

実施方法は（対面orオンライン）は、企業様による選択制を取っております。
※参画企業12社のうち、対面実施10社、オンライン実施2社

○ これからの就活に向けてどのように始めるべきかきっかけとなった。
インターシップを通して仕事とは何か具体的に想像する事ができる
ようになった。（商学部・2年生）

○ 実際にマーケットリサーチや企画をつくることができ、仕事のリアルを
知ることが出来たから。（商学部・1年生）

○ 商社について知ることができたのはもちろんのこと、就活の選択肢
が広がったからです。また、このプログラムを通して、新たな出会い
があり、学びの多い時間となったからです。（経済学部・2年生）

○ ５日間という短い期間であったのにも関わらず、学べることしかない
充実した５日間を過ごすことができたからです。大学生になった
ばかりで、将来の就活に漠然とした不安を抱えていましたが、この
インターンシップに参加したことで「働くとはどういうことなのか。」
体験し、感じることができてよかったと感じています。
（国際情報学部・1年生）

○ 企業に勤めることのイメージを持てただけでなく、世の中の動きを
新たな視点で見ることがでるようになったから。
（文学部・2年生）



アンケート結果②

Q４.今回のプログラムに参加しようと思った理由をお聞かせ下さい。

○ B to B企業を触れることで深く理解するため。働くということを具体的に知り、想像するため。総合商社を理解するため。
（経済学部・1年生）

○ 就職活動に不安を持っており、1年次から実際の働く現場を見てみたいと思ったため。またグローバルに働く商社の仕事について
詳しく知りたいと思ったため。（法学部・1年生）

○ 業界について知るため。社会人になるにあたって必要な力が何かを知るため。（総合政策学部・2年生）

○ 実際に企業が行っているマーケティングを自分の目で確かめることができるから。（商学部・1年生）

○ 早い段階から経験を積むことで視野を広げたいと考えたため。（法学部・2年生）

○ 来年の就活の前に、2年生の間で何か経験をしておくべきだと考えていました。その時にメールでこのプログラムのことを知り、
私にとって良い機会だと思い、参加させていただきました。（文学部・2年生）

○ 夏休みを有意義に過ごしたかったから。（総合政策学部・1年生）

○ 今後の進路として就職以外に進学も考えており、働くことのイメージを持ちたかったから。（文学部・2年生）

○大学一年生の夏休みに何もしないのはもったいないと思い、将来の自分の姿を考えるきっかけが欲しかったから。（商学部・1年生）

○社会で働くというのがどういうものか全くわからず、漠然と就活に対する不安があったため、この機会に社会を知ろうと思い応募させて
いただきました。（国際経営学部・1年生）

○インターンについて考え始めていた中で、今回のプログラムを見つけ、インターンの第一歩としての経験を身につけるために参加しました。
（国際情報学部・2年生）



2024年度参画企業様一覧 <敬称略・五十音順>

・アデコ株式会社

・MNインターファッション株式会社

・コグニティ株式会社

・コンドーテック株式会社

・埼玉トヨタ自動車株式会社

・株式会社ジーシー

・株式会社ZOZO

・タキヒヨー株式会社

・株式会社ドウシシャ

・株式会社日刊工業新聞社

・株式会社プライムネット

・三井住友海上火災保険株式会社

お忙しい中、ご協力いただきました企業様に心より感謝申し上げます。


